
１．アンケート調査の目的と実施概要

(１)調査の目的

(２)調査の対象者・実施期間・実施方法

(３)アンケートの提出状況

実施方法

備　　考

栄小学区に居住し、0歳児から5歳児の子を養育する世帯に対し、郵送によりアンケートを配布・回収しました。

兄弟姉妹等の関係から、栄小学校に通うお子様のクラスからもアンケートが届いた場合は、その中で最年長となる子のクラスの
担任教諭へ提出いただくようにしました。

配布部数 提出部数 提出率(%)

64 51 79.7

【補足】児童数を基に配布し、兄弟姉妹等の関係から、最年長となる子のクラスの担任教諭へ提出するアンケートとなるため、配布部数と
提出部数の差が生じやすくなります。このため、提出率はあくまで参考とするものです。

配布部数 提出部数 提出率(%)

25 8 32.0

提出部数 提出率(%)

89 59 66.3

栄小学校の今後のあり方に関するアンケート調査結果

北本市教育委員会　

　北本市立栄小学校の児童数の減少傾向を踏まえ、現在通われている子供達及び将来入学を予定される子供達にとって、どのような教育環境が良いの
か、関係保護者の方々のお考えを伺い、今後の栄小学校の適正化（適正規模・学区再編等）を検討していくための基礎資料とするため、アンケート調
査を実施しました。

　ア．栄小学校に通う児童保護者の方

　イ．栄小学校区の未就学児保護者の方

実施期間

実施方法

備　　考

実施期間 令和元年5月14日（火）～5月31日(金)

回答は世帯で1枚を基本とし、兄弟姉妹等の関係から、同一世帯にアンケートが複数届いた場合は、その中で最年長となる子の
クラスの担任教諭へ提出いただくようにしました。

クラスの担任教諭から児童経由にて、アンケートを配布・回収しました。

令和元年5月10日（金）～5月24日(金)

ア．栄小学校に通う児童保護者の方 イ．栄小学校区の未就学児保護者の方

配布部数

アとイの計

資料６

1



2

２．アンケート調査の結果

※アンケートは２つの設問を軸に、児童保護者の方、未就学児保護者の方とも共通の内容となるため、集計は合算したものとなります。

【集計結果】

※設問１（１）は、アンケート提出のあった59人全員が回答対象となります。

ア

イ

ウ

エ

【参考】エ．その他（自由記入）の意見内容

【集計結果】

※前問の設問１（１）で「ア」または「イ」を選択した51人が回答の対象となります。

ア

イ

ウ

【参考】ウ．その他（自由記入）の意見内容

回答の選択肢 回答数 割合

．同じ中学校区の小学校や隣接する小学校へ統合してほしい。（学校統合） 17 人 33.3%

．通学区域を見直し、適正な児童数・学級数を確保してほしい。（学校維持） 33 人 64.7%

（１）平成31年4月6日現在、栄小学校の児童数は66名となり、令和2年度には、児童数は53名になると見込まれています。この場合、令和2年度
から複式学級（2つ以上の学年を１つとした学級）になることも見込まれますが、将来を担う子供達の教育環境を考えた場合、栄小学校の適正化（適
正規模・学区再編等）について、どうお考えになりますか。次の中から１つ丸囲みでお答えください。

設問1　栄小学校の適正化（適正規模・学区再編等）について

．複式学級になっても、現在の学区構成により栄小学校を維持してほしい。

．その他（自由記入） 3.4%2 人

10.2%

回答の選択肢 回答数 割合

72.8%

13.6%

．学校規模の適正化を早急に考えてほしい。

．学校規模の適正化を将来的には考えてほしい。

59 人 100.0%

人43

8 人

6 人

・栄団地以外（近所の子供）も栄小学校にすれば良い。

・今の状態を維持してほしいです。

・児童・保護者が複数の学校から通学を希望する学校を選択できるようにしてほしい。また、各学校は独自性を発揮し、学校間で競い合うことで魅力的な存在と
なってほしい。※各学校の管理職の方には経営者としての意識を持ってほしいです。

51 人 100.0%

0.0%人0

．その他（自由記入） 1 人 2.0%

（２）問１の（１）で「ア」または「イ」と答えられた方のみお答えください。学校規模の適正化について、どのような方法で適正化を図ることが
よいと思いますか。次の中から１つ丸囲みでお答えください。

　未回答

計

計



【集計結果】

※前問の設問１（２）で「ア」または「イ」を選択した50人が回答の対象となります。

ア

イ

ウ

エ

【参考】ウ．その他（自由記入）の意見内容

【集計結果】

※設問１（１）で「ウ」を選択した6人が回答の対象となります。

ア

イ

ウ

エ

．クラスの人数やクラス数が増えることで、多くの子供達と学ぶ機会が増えるため。 37 人 74.0%

．クラス数が増えることで、多くの先生とかかわり、学校行事が活性化するため。 7 人 14.0%

．その他（自由記入） 1

回答の選択肢 回答数 割合

（3）問１の（2）で「ア」または「イ」と答えられた方のみお答えください。学校規模の適正化を望む理由として最も近いお考えを、次の中から１
つ丸囲みでお答えください。

人 2.0%

．将来的な複式学級による学級編制を望まないため。 4 人 8.0%

　未回答 1 人 2.0%

割合

．小規模校でも教育環境に問題がないため。 2 人 33.3%

50 人 100.0%

（4）問１の（1）で「ウ」と答えられた方のみお答えください。現在の学校規模・状況の維持を望む理由として、最も近い考えを、次の中から１つ
丸囲みでお答えください。

計

計 6 人 99.9%

≒100.0%

．その他（自由記入） 0 人 0.0%

　未回答

回答数

・多くの子供達と学ぶ機会が増えたり学校行事が活性化するため。

2 人 33.3%

．学校統合の場合、通学距離が遠くなる可能性があるため。 2 人 33.3%

．現在の地域とのかかわりが大切であるため。 0 人 0.0%

回答の選択肢
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【集計結果】

※設問２（１）は、アンケート提出のあった59人全員が回答対象となります。

【参考】ご意見・ご提案等の内容

設問２　栄小学校の現状等について

（１）栄小学校の現状や適正化に関して、ご意見・ご提案がございましたら、ご自由にお書きください。

ご意見・ご提案等の記入が有った方

ご意見・ご提案等の記入が無かった方

27 人 45.8%

32 人 54.2%

記入の有無 回答数 割合

・団地の子供が栄小にと言うのを考え直した方が良いと思う。団地の周辺の子は栄小にとかなぜ考え直さないのか。ワコーレの為の学校だって、その周辺にいる
子も中丸として同じ学校に通ってるのに、栄団地は年配の方が多くいずれ子はいなくなる。早めの対策が必要なのはわかっていたはずです。

・学校統合の場合、通学距離が遠くなり、新1年生の足で30分かかる。（体験済）少人数ならではの良い面も多々あるが、1クラス10人以下では、市内球技会
など、どうなってしまうのか。

・栄小学校の建物は、とてもきれいな状態ですので、閉鎖してしまうのはもったいないと思います。
・家庭数が少ないと、ＰＴＡ活動、役員等が困難な状態になってきています。
・少人数ですので、クラスでの団結、細やかな学習ができているように思います。先生の目も行き届いていると感じ、安心出来ていますが、1クラス3人（現1年
生）は少なすぎると思います。
・小学校の現状と共に、学童保育についても検討していただきたいと思います。

・栄小学校の現通学区域が北本団地全域という型になっているので、その周辺に拡大するなど、通学区域の見直しで適正な状況に向かって検討するのが、現在通
学している栄っ子の為になるのかなと考えます。

・今の1年生の人数が少ない。

・運動会や修学旅行等の行事が現在の少人数のままでは成立しないと考える。このまま手を打たない状況では、転出（転校）を考えざるを得ない。学区を見直し
ても、今さら通いなれた学校から移ってくるとは思えない。統合については早急に動いて欲しい。少数のメリットもあるが、同年代の友達がいない、少ないとい
う状況は親としてとても不安。

・適正な児童数を確保することで、活気ある学校になってもらいたい。

・子どもたちとって今の環境に特に問題ないのですが、やはり人数は気になります。学校にどうしてほしいと言うよりは、団地側が子どもを増やす努力や工夫を
考えてほしい。

59 人 100.0%

・児童数が減っていく一方だという事は、ずっと前から分かっているのに、何故今まで放置されていたのかと思う。
他校では、放課後子ども教室や学童を、人数が多いせいで受け入れられなかったり、大変な思いをしているくらいなのだがら、栄小に人数をまわして欲しい。
通学に車通りの多い道路を渡ったり、人気の無い道を通る必要が無くなれば、児童の安全にもつながると思う。



・栄小学校は小規模であり、そのことによるメリットとデメリットが存在します。他の学校と同様に扱うのであるならば、デメリットが強く意識されるのは否め
ません。小規模な学校そのものが悪いのではなく、そこしか選択できないことに問題があると考えます。北本中西側地区で大規模校と小規模校が存在しても、自
由に選択できるのであれば、デメリットはメリットへ変わるのではないかと考えます。

・通学区域を見直し、適正な児童数にしてほしいです。

・今後の栄小児童数が年々減少していく事が懸念されていて、先を見通しする事も大切な事だと痛感していますが、今通う児童の事を思うと環境を変えずに栄小
入学者が減ったとしても少人数だからこそのメリットを活かし、今後も栄小に通わせたい気持ちでいっぱいです。

・子供人数が減ると、子供達の中での学ぶ機会が少ないと感じる。小学校での友達との学びの大切さは、一生の物だと思う。5年後、10年後に、その学ぶ機会が
足りないものが、子供の人への接しかたに出てしまう様な気がして心配です。

・栄小の子供達は、人数が少ない分、学年を問わずとても仲が良いです。でも、沢山の友達を作り、多くの事を学んだり、人数が増える事で、行事等も活性化す
ると思います。
同じ中学校区の小学校も同じように人数が減ってきていることや、距離的なことも考えると、隣接する小学校との統合を希望します。

・今の北本団地は若い人が越して来ない。小学校入学前には他の学区へ引っ越してしまうのが現状です。
理由は、他の小学校に比べて極端に少人数のため、子供同士の狭い人間関係や宿泊行事などの不安、毎年のように回ってくる親の役員等の負担などと聞いた。
栄小の児童数が増える事が一番望ましいのだと思いますが、通学区域の見直しをしても栄小の児童数は増えるのか？いっそうの事、統合してしまえばと思ってし
まいます。
親としては、色々な考えを持った子供と関わって、良い意味で競い合い沢山学ぶ機会が増えて欲しいと思います。
それと、同じ中学校区の石戸と統合になるのは、西中へ行く不安もあります。（部活の関係で北本中を選ぶかもしれないので）

・下校の時、人数が多ければ不審者に狙われずにすむと思います。
・子供にクラス替えを体験させてあげたいです。

・この様なアンケートをとったのであれば、適正化、学区の再編希望が多いのならば、結果が出しだい早急に対応して頂きたい。
子供同士のかかわりも増えたほうが、子供達の為にも良いだろうし、将来の為にも良いと思う。このアンケートが無駄にならない様にして頂きたい。

・他校と比べても、あまりにも人数が少なすぎると思います。中学に行って、一学年の人数が、今の10倍の人数の中に子供を送り出すのは、不安に思います。
上手くとけこめる子もいれば、そうはいかない子も出てくるのではないかと思います。

・栄小の近隣のお宅の子供を今後栄小へ行ってくださいとなったら、反対が起こって、学校統合が進まないと思っております。
ですから、団地から近い南小学校へなら、子供が歩いて通学できると思っております。南小へ統合させてほしいです。西中は部活も少ないので通学したくないと
子供が言っています。西中の部活も活性化をはからなければ、北中へ行くことはなくならないと思います。
体育着はそのまま使わせてください。栄小と他校の差があまりにもあり不平等です。2学年統合学級反対です。

・栄小はとても良い学校です。しかし、ここまで少人数では、行事に活気がなく寂しいです。ＰＴＡ活動もかなり苦労します。又、次の中学でも少人数かと思う
と不安を感じます。
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北本市教育委員会

担当：教育総務課　学校教育課

問合せ先：048-594-5561（直通：教育総務課）

～　アンケート調査の集計結果は以上となります。　～

・とにかく、昔の団地と違い高齢化し、子供の人数が少ない。1クラスの人数が少ないと、先生の目も届き易いだろうが、友達ができない。運動会なども、毎年
淋しい感じです。来年からでも、南小と統合し、栄小は北本市の防災拠点にするべきではないでしょうか？

・栄小学校がなくなると、通学距離が遠くなり、一緒に帰ってくるお友達もすごく少なくなるので、残してほしいです。
また、きれいな建物、広い校庭が使われなくてもったいない。区域も今どき公団のみというのも狭いので、区域をもっと広げて残していただきたいです。

・どうして、この人数になるまで何もしてこなかったのか。今の栄小に入れたくないという話は、母親達の間でよく話しています。そして、小学校までに引越し
をしなくてはならないと皆悩んでいます。そして実際に何人も栄小に入れたくないので引越しました。
どこかの島の小学校のように人数がなっていて、北本の小学校の中でも浮いていると思う。
早急に決めてほしい。このままなら栄小には入れたくないので考えています。

・人数が少ない分、親の負担が大きい。役員や係など。

・栄小は、校舎やプールも新しく、きれいだし、できることなら、栄小学区を広げ、栄小存続を希望しています。他の学校へ統合となると、公団地域と子供達の
交流も薄れていくのかという不安もあります。でも、親としては、通い慣れた校舎で学び、今まで歌い慣れた校歌を歌わせてあげたいという気持ちがある一方、
他の学校の学区をけずって、人数の少ない栄小へ統合となると、他の地域の方の反対も多いかなとも思うのか、難しい願いなのかとも感じます。その場合は、栄
小の子供達が他の学校へ行くという方向の方が、スムーズな流れなのかもしれません。栄小がなくなってしまうとなると、本当に残念ですが…。

・北本市の学校適正規模を大きく下回る人数・学級数で、ずっと過ごしてきたが、子ども達にとっては、とても良い環境であると思います。全員が主役のよう
な、その他大勢のような扱いをされない、先生と子どもが密に関われる教育環境にあると思います。1学級20人程度が、本来1人の先生が関われる適正規模と思
います。設備は整っているので、廃校にするのはもったいない。1学級の人数は少ないままで、かば桜学園として、少人数制をかかげ、市内の学校からも栄小を
選択できるようにしてみるのはいかがでしょう？少人数制は予算がかかりますが、子ども達には、とても良いと思います。1学年30人でも2学級にしたら良いと
思います。しかしながら、現在の低学年の人数は、少なすぎるので、早急に対応をすべきと思います。

・各学年単位で考えると確かに人数は少ないと感じますが、栄小学校は学年を越えた交流が盛んにありますので、現状維持を希望致します。


